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くすりのなまえ　
第２回　総論その２～うしろについてるアルファベット～

　
くすりのうしろにはアルファベットがついてるものが結構あります。その意味は、会社名の頭文字だったり有効成分の頭文字だったりするのもありますが、多くは錠剤（またはカプセル）に工夫がされていて、それを表すしるしだったりします。
ここでは、大きく二つにわけて代表的なものについてまとめていきたいと思います。
1 ガスポートD、ハルナールD、タケプロンOD、アムロジンOD、ベイスンODなど

2 ムコソルバンL、アダラートL、アダラートCR、ユニフィルLA、デパケンRなど

まず、①のグループは“Orally　Disintegrating（口腔内崩壊）”を表すアルファベットの“D”や“OD”がついています。口腔内崩壊錠とは、水無しで飲める錠剤のことですね。錠剤にする技術の進歩で最近はいろんな錠剤が水無しで飲めるようになっています。たしかに、嚥下困難の方とかでも飲めて非常にいい技術なのですが。唾液だけで溶けるものですから、湿度に弱いなどの欠点も持っています。上にあげたもののほかに、当院の採用薬では次のものがあります。
アリセプトD、ガスロンNOD、フリバスOD、それとDやODではないのですが、ゾーミッグRMも“rapidly melt in mouth(口腔内速溶)”で水無しで飲める錠剤になっています。
次に②のグループは、はじめのグループよりもバリエーションが豊富なのですが、“徐放”を表すアルファベットがついています。元になった英語とともに当院の採用薬をあげてみましょう。
“Long Active(長時間作用)”ムコソルバンL、アダラートL、ペルサンチンL、　　　　　ユニフィルLA、ペルジピンLA、
“Retard（徐放性）”デパケンR、リスモダンR、ヘルベッサーR、ニトロールR
“Sustained Release(徐放)”ベザトールSR

“Sloe Release（ゆっくり放出）”ボルタレンSR
“Controlled Release(調節された放出)”アダラートCR
徐放とは「徐々に放出する」という意味です。これらの錠剤やカプセルは体の中で徐々に有効成分が吸収されるから、長時間作用が実現したわけですね。これらのくすりは錠剤やカプセルなどに特殊な加工がしてあります。だから、半錠やつぶすことができないわけですね（これをしてしまうと有効成分が体内に素早く吸収されてしまいます）。
アルファベットはついてなくても徐放性のものがあります。それが、オキシコンチンです。そう、麻薬です。くれぐれも飲めなくなったからといって、つぶしたりしないでください、大変なことになりますよ。最後に、“R”がついても徐放性ではないものがあります、エンテロノンR“Resistance（耐性）”とノボリンR“RapidまたはRegular（速効型）”ですね、ノボリンにいたっては徐放とはまったく逆の意味です。他にもアルファベットはいろいろあります。こんなところに目をつけるのも面白いかもしれません。
次からは、個々のくすりの話に入ります。次回は痛み止めを予定しています。
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